
 

 

 

 

 

 

 



令和７ 年度 公益財団法人岩手県南技術研究センター事業報告 

令和８ 年３ 月31日時点 

事 業 名 内     容 

１  研究開発事業  

⑴ 技術相談(窓口随時

受け入れ) 

技術相談を常時受入れ、 当センター及び一関高専教員等の協力を得ながら対応した。  

また、 当センターで対応が難しい案件については、 他の公設の試験機関等を紹介するなど

の対応を行った。  

令和７ 年度実績 15件 

  

⑵ 試験・ 分析受託事業 企業等に分析機器を利用開放したほか、 企業等の依頼により 試験・ 分析受託事業に取り 組

んだ。 また、 当センターの機器で対応困難な分野は、 一関高専や公設の試験研究機関等を紹

介等の対応を行った。  

  

 令和７ 年度実績 下段（ ） 内は過去の実績値 

  

 ① 試験分析機器利用 ８ ４ ０ 件 

   （ Ｒ元： 904、 Ｒ２ ： 761、 Ｒ ３ ： 708、 Ｒ ４ ： 701、 Ｒ５ ： 825、 Ｒ６ ： 935）  

 ② 試験依頼分析   ４ ０ ８ 件 

   （ Ｒ元： 221、 Ｒ２ ： 221、 Ｒ ３ ： 267、 Ｒ ４ ： 356、 Ｒ５ ： 478、 Ｒ６ ： 451）  

 ③ ①＋②    １ ， ２ ４ ８ 件 

 （ Ｒ 元： 1,125、 Ｒ２ ： 982、 Ｒ ３ ： 975、 Ｒ ４ ： 1,057、 Ｒ ５ ： 1,303、 Ｒ ６ ： 1,386）  

 ④ ものづく り 補助事業整備機器利用件数 ３ 件 

   （ Ｒ２ ： 114、 Ｒ３ ： 427、 Ｒ ４ ： 311、 Ｒ ５ ： 10、 Ｒ６ ： ７ ）  

  

⑶ 共同・ 受託研究開発事 

 業 

・  企業等による新製品・ 新技術等の研究開発を支援するため、 共同研究及び企業ニーズと

研究シーズのマッ チングコーディ ネート を行った。  

・  一関市内の京光機械と 「 一関市産木材を原材料と する経木製造機の開発」 と して、 共同

研究を実施した。  

  

⑷ 貸研究室整備・ 活用 「 一関市研究開発プラザ」 の指定管理者と して、 管理運営を行った。  

 指定管理期間： 令和５ 年４ 月１ 日～令和10年３ 月31日 

 研究室Ａ～Ｉ  ９ 室 

 令和８ 年３ 月末現在の利用状況及び入居者 

 ７ 企業、 １ 研究室により ９ 室利用 

 研究室Ａ： セルスペクト 株式会社     

 研究室Ｂ： 農商工連携研究室 

 研究室Ｃ： Ｉ ｍａ ｎ ｅ ｃ ｔ （ 令和７ 年８ 月入居）  

 研究室Ｄ： 株式会社ブレインアーツ 

 研究室Ｅ： 開発管理技術研究所 

 研究室Ｆ ： 株式会社Ｎｅ ｘ ｔ  Ｉ ＷＡＴＥ （ 令和７ 年７ 月 法人化により 社名変更）  

 研究室Ｇ： メ タロジェニクス株式会社 

 研究室Ｈ： 徳用精密株式会社 

 研究室Ｉ ： メ タロジェニクス株式会社 

  

⑸ 企業訪問・ 研究ニーズ

の把握・ 情報提供 

企業の現状・ 課題、 研究ニーズの把握や支援制度などを情報提供するため、 企業訪問を行

った。  

令和７ 年度実績 42社 

  

⑹ 出張技術相談 

 

 

 技師が企業を直接赴き、 分析に関するさまざまな相談に対応する「 出張分析相談・ 講座」

を実施した。 （ 令和７ 年度新規事業）  

 令和７ 年度実績 １ 社（ 令和８ 年２ 月17日、 市内企業）   



事 業 名 内     容 

２ ものづくり人材育成事業  

⑴ ものづく り 人材育成

事業 

一関市ものづく り 人材育成事業（ 一関市補助事業）  受講者延べ 29名 

 【 分析系】  

 ① 分析技術基礎講座 分析化学基礎コース 

 実施日 令和７ 年９ 月11日、 受講者１ 名 

 ・  分析化学で用いられるガラス器具や試薬、 数字の取扱について 

・  機器分析の前処理について（ Ｉ ＣＰ －ＡＥ Ｓ 、 Ｓ Ｅ Ｍ－Ｅ ＤＸ、 Ｆ Ｔ－Ｉ Ｒ ) 

 ② 分析技術基礎講座 機器分析基礎コース 

 実施日 令和７ 年９ 月12日、 受講者２ 名 

 ・  分析機器の概要、 県南技研の分析機器の見学（ Ｌ ａ ｂ  ｔ ｏ ｕ ｒ ） 蛍光Ｘ線分析 

装置、 Ｉ ＣＰ －ＡＥ Ｓ などによる元素の定性定量分析 

 ・  Ｆ Ｔ －Ｉ Ｒ（ フーリ エ変換赤外分光光度計） による有機物の定性分析 

 ③ 機器分析講座 Ｆ Ｔ－Ｉ Ｒ （ 赤外分光光度計） コース 

 実施日 令和７ 年９ 月26日、 受講者４ 名 

 ・  Ｆ Ｔ －Ｉ Ｒの原理と スペクト ルの解釈、 異物分析の実際および実習 

 ④ 機器分析講座 Ｓ ＥＭ－Ｅ ＤＸ （ 走査型電子顕微鏡） 研修コース 

 実施日 令和７ 年10月３ 日、 受講者２ 名 

 ・  Ｓ Ｅ Ｍの原理と 特徴、 ＥＤＸ 分析の基礎と 原理、 観察分析実習 

 ⑤ 機器分析講座 ＧＣ／ＭＳ 研修コース 

 実施日 令和７ 年10月10日、 受講者３ 名 

 ・  ＧＣ/ＭＳ の原理と 各種前処理の特徴、 香気成分分析の実習 

 ⑥ 栄養成分分析装置習得講座 

 実施日 令和８ 年２ 月25日、 受講者１ 名 

・  測定の原理と 実習 

 ⑦ 粒子測定装置習得講座 

 申込者なしのため実施せず 

 ⑧ 蛍光Ｘ線分析装置習得講座 

 実施日 令和８ 年２ 月20日、 受講者２ 名 

・  分析装置の原理と アプリ ケーショ ンの紹介 

 ⑨ オーダーメ イド 分析講座 

 Ｌ Ｃ／ＭＳ  実施日 令和７ 年10月９ 日、 受講者数１ 社３ 名 

・  分析の原理と コツ、 持ち込み試料を使用した実習 

  

 【 材料系】  

 ① 金属材料講座 金属表面観察研修 

 実施日： 令和７ 年９ 月９ 日、 受講者４ 名 

 ・  金属の結晶構造、 金属の熱処理（ 講義）  

 ・  光学顕微鏡観察（ 実習） による観察 

 ② 金属材料講座金属材料試験及び破面観察研修コース 

 実施日： 令和７ 年９ 月10日、 受講者２ 名 

 ・  金属材料の強度、 破面解析（ 講義）  

 ・  引張試験、 硬度測定、 破面観察（ 実習）  

  

 【 Ｉ Ｔ 系】  

 Ｉ Ｔ 講座 

   実施日： 令和８ 年１ 月27日、 受講者10名  

   実施日： 令和８ 年１ 月28日、 受講者７ 名 

  ・  ＡＩ 時代に必要な「 AIと の正しい付き合い方」  

     安心して活用するための基本ルールと 実践 

 



事 業 名 内     容 

 一関市ものづく り 産業振興事業（ 一関市委託事業）  受講者延べ １ ４ ９ 名  

 【 技能・ 技術等資格取得支援事業】  

 ① ＱＣ検定３ 級取得支援講座 平日コース（ 23名申し込み、 延べ66名）   

 １ 回目 令和７ 年７ 月４ 日  受講者14名（ １ 名欠席）  

 令和７ 年７ 月11日  受講者14名（ １ 名欠席）  

 令和７ 年７ 月18日  受講者15名 

 ２ 回目 令和８ 年１ 月16日  受講者８ 名 

 令和８ 年１ 月23日  受講者８ 名 

 令和８ 年１ 月30日  受講者７ 名（ １ 名欠席）  

 ② ＱＣ検定３ 級取得支援講座 土曜コース（ ９ 名申し込み、 延べ25名）   

 令和７ 年７ 月４ 日  受講者８ 名（ １ 名欠席）  

 令和７ 年７ 月12日  受講者９ 名 

 令和７ 年７ 月19日  受講者８ 名（ １ 名欠席）  

 ③ 品質管理入門講座（ 10名申し込み、 延べ29名）   

 令和７ 年５ 月30日 受講者 10名 

 令和７ 年６ 月６ 日 受講者 ９ 名（ １ 名欠席）   

 令和７ 年６ 月13日 受講者 10名 

 ④ 一関市での品質管理検定の実施 

 ※ 令和７ 年度から、 ３ 級・ ４ 級の試験形式が各地域に設置するコンピュータ受検 

（ ＣＢ Ｔ 試験） に変更と なったこと に伴い実施せず。  

 ⑤ ものづく り 基礎講座（ ３ ＤＣＡＤ／プリ ンタ、 普通旋盤、 フライス盤、 Ｒ ａ ｓ ｐ ｂ ｅ

ｒ ｒ ｙ  Ｐ ｉ ）  

 開催日時 令和７ 年11月８ 日、 15日、 22日、 29日 

 会場   一関工業高等専門学校 

 受講者  ８ 名申し込み、 延べ29人 

  

⑵ 少年少女の科学の芽育

成事業 

次世代を担う 子供達を対象に、 創造力や自然探求心、 科学する心を養う こと を目的と して

開催した。  

  令和７ 年度キッ ズサイエンス 

 開催日  令和７ 年８ 月２ 日 

 開催場所 岩手県南技術研究センター 

 テーマ  色の不思議をのぞいてみよう ！科学でさぐるカラーマジッ ク 

 講師   一関工業高等専門学校 化学・ バイオ系 教授 冨永 陽子 氏 

                        教授 大嶋 江利子 氏  

 参加者  一関市内及び平泉町内の児童 13名、 保護者など 18名  

 内容   ① 演示実験 

色が変わる？ 清涼飲料水の様子を観察してみよう ！  

② 実験 

ア インクはどう なる？ フリ クショ ンペンの不思議 

イ ブルーベリ ーから色素を抽出してみよう ！ 

 

３  地域連携事業  

⑴ 産学官イブニング研

究交流会 

連携強化と ネッ ト ワーク構築を図るため、 産学官イブニング研究交流会を開催した。  

 ① ４ 月16日(第258回)  参加者： 交換会、 交流会 53名 

 新年度メ ンバーの紹介、 名刺交換会 

 ② ５ 月20日(第259回)  参加者： 講演 33名、 交流会 27名 

 岩手の中小企業こそ使う べき「 ＡＩ ・ 動画」 を効率的に活用する方法 

Ｃｒ ｅ ｏ  ｃ ｒ ｅ ａ ｔ ｏ ｒ ｓ  代表 菊地 佑太 氏 

 

 



事 業 名 内     容 

 ③ ６ 月18日(第260回)  参加者： 講演 28名、 交流会 15名 

 ブラックホールの謎の解明に向けて 〜岩手県のスパコンと 望遠鏡で挑む～ 

一関工業高等専門学校 未来創造工学科助教 川島 朋尚 氏 

 ④ ７ 月16日(第261回)  参加者： 講演 30名、 交流会 25名 

 （ ｉ －Ｓ Ｂ 法を活用したＤＸ・ ＧＸ支援事業） 「 令和７ 年度技術普及セミ ナー」 と 併催 

・  ものづく り （ コーティ ング） のデジタル化 

産業技術総合研究所 上級主任研究員 廣瀬 信吾 氏 

・  ｉ －Ｓ Ｂ 法による接合技術の取り 組み紹介事業紹介 

岩手県工業技術センター 機能材料技術部 村上 総一郎 氏 

 ⑤ ８ 月20日(第262回)  参加者： 講演 24名、 交流会 17名 

 一関高専発スタート アッ プが仕掛ける生成ＡＩ が拓く 地域企業の未来 

Ｉ ｍａ ｎ ｅ ｃ ｔ  代表 藤原 捷羽 氏 

  ⑥ ９ 月17日(第263回)  参加者： 講演 58名、 交流会 34名  

 再エネ事業と 持続可能な社会 ※「 令和７ 年度一関市農商工連携セミ ナー」 と の併催 

磐井グリ ーンエネルギー株式会社 代表取締役 五十川 雅彦氏 

 ⑦ 10月15日(第264回)  参加者： 講演 24名、 交流会 19名 

・  「 Ｉ ＮＰ Ｉ Ｔ 岩手県知財総合支援窓口の紹介」  

Ｉ ＮＰ Ｉ Ｔ 岩手県知財総合支援窓口事業責任者代理／支援担当者 中野 克彦 氏 

 ・  「 知らなかったでは済まされない！知財の落と し穴」  

   日本弁理士会東北会 バクロド 特許商標事務所 所長 弁理士 野崎 俊剛 氏 

 ⑧ 11月20日(第265回)  参加者： 講演 29名、 交流会 15名 

  「 話が伝わらない、 噛み合わない、 コミ ュニケーショ ンのエラーが起こるのはなぜ？ 

 ～認知のメ カニズムから理解する～」  

労務管理新井事務所 新井 ひと み 氏 

 ⑨ 12月19日(第266回)  参加者： 講演 66名、 交流会 46名 

 「 Ｉ Ｔ活用セミ ナー ～ＤＸで企業の未来を拓く ～」  

タイムカプセル株式会社 代表取締役 相澤 謙一郎 氏 

株式会社Ｇｅ ｎ ｅ  取締役 大藪 悟志 氏 

Ｓ ｉ ｗａ ｋ ｅ ｅ 株式会社 代表取締役社長 青柳 伸宏 氏 

一関市地域活性化起業人、 株式会社ベリ ーグッ ド 代表取締役 堀内 大 氏 

※ 一関市Ｉ Ｔ 活用セミ ナーと 併催 

 ⑩ １ 月21日(第267回)  参加者： 講演 27名、 交流会 22名 

 ・  「 Ｉ ＮＰ Ｉ Ｔ 岩手県知財総合支援窓口より お知らせ」  

Ｉ ＮＰ Ｉ Ｔ 岩手県知財総合支援窓口事業責任者代理／支援担当者 中野 克彦 氏 

  ・  「 知的資産経営のすすめ」  

   日本弁理士会東北会 バク ロド 特許商標事務所 所長 弁理士 野崎 俊剛 氏 

 ⑪ ２ 月26日(第268回)  参加者： 講演 57名、 交流会 40名 

・  「 生成ＡＩ 活用に向けて～ソフト バンクの歩みと 人材育成への貢献～」  

   ソフト バンク株式会社 堺 英知 氏 

 ・  「 グロースジャパンテクノ ロジーズが魅せる生成ＡＩ 活用術～業務効率化から自律 

型ＡＩ エージェント による組織変革まで～」  

 グロースジャパンテクノ ロジーズ 我妻 裕太 氏 

※ 第19回企業情報交換会と 併催 

 ⑫ ３ 月18日(第269回)  参加者： 講演 23名、 交流会 23名 

・  県南技研この一年 

公益財団法人岩手県南技術研究センター 業務執行理事所長 佐藤 昭規 

  

  

  

  

  



事 業 名 内     容 

⑵ 地域企業情報ガイダンス 地域企業への理解を深め、 学生等の職業選択への支援や若者の地元定着を促進するため、

第17回地域企業情報ガイダンスを開催した。  

 開催日時  令和７ 年10月18日 13： 00～15： 30 

会場    一関工業高等専門学校 第一体育館 

 ・  中東北地域、 北上川流域地域、 一関工業高等専門学校教育研究振興会などの製造業を中

心と した参加企業による会社概要等の説明（ 対面方式）  

 ・  出展 40社(一関市内 16社、 岩手県内 15社、 宮城県 ３ 社) 

参加者 217名（ 学生・ 生徒・ 保護者・ 一般来場者138名、 出展企業79人、  

  

⑶ 企業情報交換会 地域企業等による技術連携、 技術・ 情報交流を図るため、 企業情報交換会を開催した。  

 開催日時 令和８ 年２ 月26日  

 ① 展示の部 10： 30〜15： 00（ 一関ヒ ロセユード ーム）  

    ・  出展： 32社９ 団体 合計41ブース、 参加者： 190名 

 ② 講演の部 16： 15～17： 45（ ベリ ーノ ホテル一関）  

 ・  演題： 「 生成ＡＩ 活用に向けて～ソフト バンクの歩みと 人材育成への貢献～」  

      講師： ソフト バンク 株式会社 堺 英知 氏   

    ・  演題： 「 グロースジャパンテクノ ロジーズが魅せる生成ＡＩ 活用術～業務効率化

から自律型AIエージェント による組織変革まで～」  

      講師： グロースジャパンテクノ ロジーズ 我妻 裕太 氏 

 ・  参加者 54名 

  

⑷ 発明・特許等相談支援 発明協会等の関係機関と 連携を図ると と もに、 相談会の開催に係る支援を行った。  

 ① 知財化に関する相談を受け入れ、 発明協会と 連携し対応にあたった。  

 ② 岩手県知財総合支援窓口・ 知財総合支援アド バイザーによる出張相談会 

 「 知的財産権無料相談会」  

 期日 令和７ 年５ 月７ 日、 ９ 月３ 日、 11月19日、 令和８ 年３ 月４ 日（ 相談者 計５ 人）  

 場所 岩手県南技術研究センター 

 主催 岩手県知財総合支援窓口（ 受託機関： 株式会社タスクールＰ ｌ ｕ ｓ ）  

  

⑸ 地域内発型産業の振興 一関市ものづく り 産業振興事業（ 一関市委託事業）  

 ① 農商工連携推進 

 ア 農商工連携セミ ナー 

 期日 令和７ 年９ 月17日 

会場 ホテル松の薫 

・  再エネ事業と 持続可能な社会 

 磐井グリ ーンエネルギー株式会社 代表取締役 五十川 雅彦氏 

    「 第263回産学官イブニング研究交流会」 と の併催 

参加者 講演 58名 

 イ 成分分析・ 実証試験 

 ・  ウルト ラファインバブル水の各種成分分析 

 ・  米菓試作品の栄養成分およびミ ネラル成分分析 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 内     容 

 ② Ｉ Ｔ活用セミ ナー 

 期日 令和７ 年12月17日 

会場 ホテル松の薫一関 

演題 「 Ｉ Ｔ 活用セミ ナー ～ＤＸ で企業の未来を拓く ～」  

講師 タイムカプセル株式会社 代表取締役 相澤 謙一郎 氏 

株式会社Ｇｅ ｎ ｅ  取締役 大藪 悟志 氏 

Ｓ ｉ ｗａ ｋ ｅ ｅ 株式会社 代表取締役社長 青柳 伸宏 氏 

一関市地域活性化起業人、 株式会社ベリ ーグッド 代表取締役 堀内 大 氏 

   「 第266回産学官イブニング研究交流会」 と の併催 

参加者 66名 

  

 ③ Ｂ ＣＰ セミ ナー 

 期日 令和８ 年１ 月22日、 ２ 月19日、 ３ 月５ 日 

会場 岩手県南技術研究センター 

内容 事業継続力強化計画（ 策定） セミ ナー 

全３ 回の受講を通し、 企業間で連携して連携事業継続力強化計画を作成するワ 

ークショ ップ形式と して実施 

講師 独立行政法人中小企業基盤整備機構東北本部 

中小企業アド バイザー 岩佐 克之 氏 

参加者 ２ 企業１ 団体（ 1/22 ３ 人、 2/19 ９ 人、 3/5 ８ 人 ）  

  

４ 情報提供促進事業  

⑴ 県南技研だよりの発 

 行 

広報紙である県南技研だより を毎月１ 回発行し、 当センターが実施する各種事業の情報の

ほか、 行政や関係機関等が実施する各種事業を掲載し、 周知を図った。  

  

⑵ ホームページによる  

 情報発信 

ホームページを通じて当センターの概要、 実施する各種事業や試験分析機器等の各種情報

のほか、 行政や関係機関等の各種情報を随時掲載し、 広く 情報発信を行った。  

  

⑶ パンフレット、利用ガイ

ドの配布 

情報の提供や施設・ 機器の利用促進を図るため、 企業訪問やイベント などで配布した。  

  

⑷ 関係機関等との連携 関係機関等と 連携を密にし、 情報交換及び情報収集を行った。  

・  一関市（ 商工労働部工業振興課）  

・  北上川流域ものづく り 推進ネッ ト ワーク （ 岩手県県南広域振興局）  

・  中東北ものづく り 産業推進連絡会議 

・  東北経済産業局 

・  中小企業基盤整備機構東北本部 

・  一関商工会議所 

・  いわて未来づく り 機構（ いわての師匠派遣事業）  

・  中東北専門人材確保支援事業関係機関等連絡会議 

・  岩手県（ ふるさと 振興部 科学・ 情報政策室／商工労働観光部 商工企画室）  

・  南いわて食産業ク ラスター形成ネッ ト ワーク（ 岩手県県南広域振興局）  

・  清庵の里 

・  両磐インダスト リ アルプラザ 

・  ＫＣみやぎ推進ネット ワーク（ 宮城県）  

・  栗原市企業連絡協議会（ 栗原市）  

・  一関工業高等専門学校 

・  岩手大学（ 岩手ネット ワークシステム）  

・  岩手県発明協会 

・  北上オフィ スプラザ 

・  岩手県工業技術センター 



事 業 名 内     容 

 ・  いわて産業振興センター 

・  釜石大槌地域産業育成センター 

・  花巻市起業化支援センター 

・  奥州市鋳物技術交流センター 

⑸ 施設の一般公開及び

施設見学の受け入れ 

① 一般公開 

開催日時 令和７ 年８ 月２ 日 10： 00～15： 00 

内容   電子顕微鏡の実演、 施設内分析機器等の説明など 

参加者  33人 

② 施設見学の受け入れ 

  日時 令和７ 年８ 月22日 10： 40～11： 40 

  見学者 一関地区法人会東山支部 

５ 財団運営の基盤強化  

⑴ 地域産業支援基金の

管理・運用 

運営基盤を強化するため、 地域産業支援基金の適切な管理と 運用を行った。  

  

⑵ 賛助会員募集 賛助会員の募集を行った。  

① 賛助会員 令和７ 年度 94社、 １ 個人 

（ H30年度86社１ 個人、 Ｒ 元年度83社１ 個人、 Ｒ ２ 年度87社１ 個人、 Ｒ ３ 年度89社２ 個

人令和４ 年度91社１ 個人、 令和５ 年度89社１ 個人、 令和６ 年度93社１ 個人）  

 

② 新規４ 社 株式会社三華花泉工場、 株式会社髙橋工業、 ＹＵＤＡミ ルク株式会社、 株

式会社ブレインアーツ 

 

③ 退会３ 社 株式会社ジェ・ スク 、 株式会社佐々木エンジニアリ ング、 株式会社東環サ

ービス 

  

６ 会議関係  

⑴ 理事会 第56回理事会（ 決議の省略） 令和７ 年４ 月18日 

第１ 号議題 事務局長の任命について承認の件  

 

第57回理事会 令和７ 年５ 月30日 

第２ 号議題 令和６ 年度事業報告及び計算書類等承認の件 

第３ 号議題 役員（ 理事、 監事） 候補者について承認の件 

第４ 号議題 評議員の候補者について承認の件 

第５ 号議題 定時評議員会招集について承認の件 

第６ 号議題 顧問の推薦について承認の件 

 

第58回理事会（ 決議の省略） 令和７ 年６ 月19日 

第７ 号議題 理事長の選定について承認の件 

第８ 号議題 副理事長の選定について承認の件 

第９ 号議題 所長の選定について承認の件 

第10号議題 令和６ 年度事業報告等に係る行政庁提出書類承認及び行政庁指導等による 

一部訂正について理事長に一任すること の承認の件 

 

第59回理事会（ 決議の省略） 令和７ 年９ 月９ 日 

第11号議題 評議員の候補者について承認の件 

第12号議題 臨時評議員会招集について承認の件 

 

第60回理事会 令和８ 年３ 月27日 

第13号議題 令和８ 年度事業計画書及び収支予算書等について承認の件 

報告事項  代表理事・ 業務執行理事の職務の執行状況の報告 



事 業 名 内     容 

  

⑵ 評議員会 第21回評議員会（ 定時会） 令和７ 年６ 月17日 

報告事項 報告第１ 号 令和６ 年度事業報告について 

報告第２ 号 令和７ 年度事業計画及び収支予算について 

決議事項 第１ 号議題 令和６ 年度計算書類等承認の件 

 第２ 号議題 理事及び監事の選任について承認の件 

第３ 号議題 評議員の選任について承認の件 

 

第22回評議員会（ 決議の省略） 令和７ 年９ 月19日 

決議事項 第４ 号議題 評議員の選任について承認の件 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
































